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事と育児」のサポートが、関係者らの支援と協
力のもと無事に実施できた（下表を参照）。

　これで石川労福協
の子育て支援事業は
一旦終了することと
なったが、去る２月
に開催した第６回労
福協理事会において
「新たな子育て支援
事業」を行うことが
確認され、５月に開
催される労福協第
49 回通常総会で「仕
事と育児の両立」支
援策がスタートする
予定である。
　なお、４月１日か
らは、石川県をはじ
め各市町の理解と協
力により県内すべて
の市町に整備された
「ファミリーサポー
トセンター」におい
て子育て支援が行わ
れている（一部市町
では継続）。
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　石川県労働者福祉協議会（理事長上田弘志）
が 2005 年度から６年間にわたり厚生労働省よ
り委託を受け実施してきた子育て支援「緊急サ
ポートネットワーク事業（2009 年度より“病児
等緊急預り対応基盤整備事業”に名称変更）」は、
石川県内全域において働く人たちの仕事と育児
の両立を支援する事業として運営してきたが、
本年３月 31 日をもって受託が終了しこの事業
を終えた。
　事業を実施してきた６年間で、ネットワーク
会員が 1,038 名（利用会員 775 名、サポート会
員263名）の登録があり、延べ4,800件余りの「仕

2005.10.14　谷本正憲石川県知事を招いた設立式

いしかわ緊急サポートネットワーク（緊サポ）事業が終了

いしかわ緊急サポートネットワーク事業年度別実績（全体）

項目	 年度 2005 2006 2007 2008 2009 2010 合計

会
員
数

利
用
会
員
数（
人
）

セ
ン
タ
ー
名

すず 2 3 5 11 12 14 —
わじま 1 7 8 12 12 12 —
ななお 0 2 3 4 4 4 —
はくい 1 5 5 5 6 6 —
かほく 11 31 45 55 65 71 —
かなざわ 73 153 240 346 463 536 —
はくさん 25 45 57 75 86 90 —
こまつ・のみ 9 18 27 36 41 42 —
かが 1 2 4 4 — — —
小　　　計 123 266 394 548 689 775 —

サ
ポ
ー
ト
会
員
数（
人
）

セ
ン
タ
ー
名

すず 3 5 6 6 6 6 —
わじま 1 2 2 2 2 2 —
ななお 2 3 6 6 7 8 —
はくい 1 1 1 2 4 5 —
かほく 5 9 12 15 19 19 —
かなざわ 35 70 88 121 164 164 —
はくさん 17 22 25 28 38 38 —
こまつ・のみ 7 10 14 18 21 21 —
かが 1 2 3 3 — — —
小　　　計 72 124 157 201 261 263 —
合　　計 195 390 551 749 950 1,038

利　　用　　件　　数	（件） 41 497 609 984 1,224 1,507 4,862
預 り 子 ど も 人 数	（人） 44 630 695 1,090 1,461 1,648 5,568
実際に利用した会員数	（人） 17 83 110 144 133 119 —
実際にサポートした会員数	（人） 12 44 48 60 73 80 —
預
り
内
訳

送迎等預り	（回） 39 526 583 941 1,386 1,541 5,016
病後児預り	（回） 5 98 110 145 73 106 537
宿 泊 預 り	（回） 0 6 2 4 2 1 15
平均預り時間	（時：分） 2:10 4:25 3:40 3:40 3:20 2:50 —
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（４月 20 日現在）
　開催日	 曜日	　　　　行　　事	 　　会　　場
 ５月 １日 日 第 82 回石川県統一メーデー 中央公園
  〃 〃 メーデー協賛「第 45 回ロードレース」 県中央公園前スタート
  ９日 月 会計監査 フレンドパーク石川
 12日 木 メーデー協賛「第 11 回グラウンドゴルフ大会」 金沢　大和町公園
 13日 金 福祉サービスセンター評議員会 勤労者プラザ
 〃 〃 さわやかＵ　理事会 労済会館
 22日 日 メーデー協賛「第 10 回勤労者綱引競技大会」 金沢市城西体育館
 27日 金 石川労福協　第 49 回通常総会 フレンドパーク石川
 ６月 ２日 木 中部会館協　総会（～ 3 日） 滋賀県
  〃 木 勤文協　第 42 回通常総会 フレンドパーク石川
 ３ 日 金 勤体協　第 44 回定期総会 　　　〃
 ４ 日 土 メーデー協賛「第 17 回囲碁・将棋大会」 　　　〃
 ６ 日 月 2011 年消団連総会 　　　〃
 ８ 日 水 メーデー協賛「第 22 回ふれあいチャリティーゴルフ」 ツインフィールズ
 ９ 日 木 中央労福協　全国研究集会（～ 10 日） 東京都
 21日 火 労信協　第 44 回定期評議員会 フレンドパーク石川
 24日 金 労金　第 10 回通常総会 県立音楽堂
 27日 月 生協連　第 46 回通常総会 フレンドパーク石川

これからの行事予定

ので、初めに才田巖労福協
副理事長がこの間の実績報
告をした後、「緊サポ事業
の精神に対する理解のも
と協力いただいたことに感
謝する」とお礼を述べて始
まった。会員からは、苦労
話や労福協の子育て支援事
業に対する要望・期待が寄
せられた。この交歓会をもって全ての緊サポ事
業の行事が終了した。
　なお、サポート会員は高いボランティア精神
をもって現場での子育て支援を担ってきてお
り、ほとんどの会員は、引き続きファミサポの
提供会員として活躍されることとなっている。
　長い間のご協力に感謝と今後のご活躍をお祈
り申し上げます。

労福協

緊サポ「サポート会員交歓会」

サポート会員交歓会を行う
　労福協は、緊サポ事業が終了したことを受け、
４月 14 日にサポート会員交歓会を金沢都ホテ
ルで開催した。
　交歓会は、サポート会員に対する６年間の感
謝とファミサポでの活躍を期待して開かれたも

感謝を述べる
才田巖副理事長

●JR金沢駅から徒歩25分　●石川県庁から徒歩13分
●バス/JR金沢駅西口乗り場より県庁方面行き乗車、駅西合庁前下車
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50m道路 西念南 西念中

（石川県勤労者福祉文化会館）

http://www.ishikawa-rofukukyo.jp/friendpark/
■ 予約状況はホームページからも確認できます。

フレンドパーク石川

（石川県勤労者福祉文化会館）
フレンドパーク石川

（076）234-2421予約は
電話で

OK!

会議・総会・研修会 等のご利用は
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　第９回労働者福祉基金管理運営委員会が、４
月 15 日（金）フレンドパーク石川で委員９名が
出席して開催された。
　上田弘志委員長が「積立目標金額５億円を達成
できたことに感謝する」と開会の挨拶をした後、
金沢市の人事異動による吉田歩氏から若林昭宏
氏への委員交代が提案され承認した。
　また、協議では、昨年度で基金の目標額５億
円に到達したことが報告されてから、管理運営
規定の改正案が提案された。
　規定の改正にあっては、「基金創設の精神が
残される内容とすべきだ」などの意見が出され、
調整の上、次回委員会において継続審議するこ
ととされ終了した。

福祉基金管理委員会を開催
　勤文協（石川県勤労者文化
協会）は、毎年発行している
会報「No.32」を発行した。
　会報には、昨年度秋に開催
した ｢ 第 60 回勤美展 ｣ を振
り返り、石川県知事、金沢市
長、北陸労金石川県本部や全
労済石川県本部、石川労福協
など各界から寄せられた言葉
のほか、同勤美展で厚労大臣賞、60 回記念特
別賞を受賞された方々の喜びの声、顧問の氷田
清風氏（書道）の「『しきし』に詩歌を書く」が前々
号に続き掲載されるなど、今号も読み応えのあ
る内容が綴られている。

勤文協「会報」

勤文協が会報を発刊

福祉基金管理委員会
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愛のエコキャップ運動
　労福協及び福祉事業団体などで取り組んでい
ます「愛のエコキャップ運動」に皆さんの温かい
ご協力をいただき感謝します。
　お陰さまで、今年３月までに 19,924 個を回

収することがで
き、25.5 人分のワ
クチンを提供でき
た ほ か、156.9kg
のCO₂発生を抑制
することできた。
　引き続きご協力
をお願いします。

○キャップ 400 個で 10 円のワクチン代ができ、
20 円でポリオワクチン１本分、一人の子ど
もの命が救えます。
○キャップ 400 個をゴミとして焼却処分される
と 3,150g の CO₂が発生します。

エコキャップ

　震災後、労福協に設
置した「緊急カンパ」箱
には、フレンドパーク
石川互助会の会員皆さ
んの温かい善意のカン
パをいただいた。
　被災者、被災地への
支援は、国や自治体の
関係者、連合を始めと
したボランティアの活動により、復興に向けて
歩を進めるべく取組みがなされていますが、言
うまでもなく一足飛びにとはなりません。今後
とも、一日も早い復興に向けてカンパなどの取
組みにご理解とご協力をお願いします。
　なお、３月 24 日までにいただいたカンパ金
のうち 10 万円を３月 24 日（木）に上田弘志理事
長と宮下亮専務理事が石川県災害対策本部を訪
ね義援金として納めた。カンパ活動は継続中で
カンパ箱は労福協事務局に設置されています。

東日本大震災に対するカンパ金

義援金を贈る上田理事長


